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【現在のサポーター数】6 月 111 名→111 名/145.5 俵（個人：108、企業/団体：3） 

【守られている棚田面積】24,250 ㎡（145.5俵⇒242.5a 収量 6俵/10ａとして） 

◆美しい棚田の風景と、それを守り引き継ぐ仕組みづくりを目指して、 

お米を食べて応援してくださるサポーターを募集しています。 

◆山村塾の活動は皆様からのご寄附で支えられています。 
 

 

 

 先週は、数日間に渡り激しい雨が降りました。笠原地区では、石垣や法面が崩れるといった小規模な

土砂災害が発生しましたが、大きな被害はなく、皆さんほっとしているようです。無農薬栽培実験田の

田植えイベントはなんとか無事に終わりましたが、雨で水かさが増して、その後の作業ができませんで

した。ようやく雨が上がり、やっと補植が終わりました。 

今月のお米：小川誠二郎さん「恵つくし」：鰐八地区 

子供の頃は牛すきと言って、牛が土起こしをしてくれま

した。私の田んぼはこの辺りでは一番高い位置にありま

す。重機がない時代に、よくこの高い石垣を積み上げたと

思います。また、収穫した麦や稲を抱えて、急こう配の坂

を昇り降りしていました。そう考えると今は昔に比べて作

業が楽になりました。 

冬から春にかけて、雨がほとんど降らなかったので、山

からの湧き水が出なくなり、水がありませんでした。それ

がここ数日の雨で、やっと水が来るようになり、これから

トラクターで耕し始めるところです。作業は遅くなりまし

たが、やっと植える準備が進みそうで良かったです。 

私は湧き水を田んぼに引いています。湧き水は温度が低

く、水が冷たいため、他の場所よりも収穫量が取れないな

ど、大変なことも多いですが、棚田米を食べてくれるサポ

ーターさんたちがいるので、肥料を変えたり、試行錯誤しています。美味しいお米を届けられるように、

これからも一生懸命作っていきます。（小川誠二郎） 

 

※農薬化学肥料不使用をお申込みの方には、無農薬栽培実験田の「ヒノヒカリ（農薬化学肥料不使

用）」をお届けしています。 

 

◆事務局より 

〇次回のお届け  次回（8/4 発送）は安達保さんの「ヒノヒカリ」をお届け予定です。 

追加注文や精米歩合の変更、配達先変更をご希望の方は、発送前月 20 日までにお知らせください。 
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